
第５学年 国語科学習指導案 

時間・場所 １校時 ５年１組教室 

学   級  ５年１組 27名(男子 13名，女子 14名) 

指 導 者   髙橋 法哉 
 

１ 単元名  伝記を読んで，自分の生き方について考えよう 

  学習材名 中心学習材  「百年後のふるさとを守る」（光村図書 ５年）  

補助学習材  「レイチェル・カーソン」 

ジンジャー＝ワズワース作 上遠恵子訳  偕成社 他              
 

２ 単元について 

     児童は，説明的文章「生き物は円柱形」で，要旨をまとめ，筆者の考えに対する自分の考えをまとめた。

また，「千年の釘にいどむ」では，ポップをつくることを通して登場人物の考えに共感しながら自分の考えを

もち，意欲的に学ぶことができた。日常においては，読書の好きな児童は多いものの，様々な文種の本に慣

れ親しむ機会は少ない。また，本から自分の生き方について考えるという経験は普段の読書だけでは難しい。 

中心学習材「百年後のふるさとを守る」は，「浜口儀兵衛」という人物の半生を描いた伝記である。伝記の

特徴「特徴的ないくつかの出来事を取り上げて，時間を追って書かれている部分，出来事を書いている部分

と筆者の解説の部分」が分かりやすく，初めて教材として伝記と出会う児童にとって，伝記の読み方を理解

したり，自分と関わらせて生き方を考えたりするには，適した教材であると考える。儀兵衛の生き方や考え

方に触れることにより，これまでの自分の体験や考え方と関わらせながら，今後の自分の生き方に対する考

えを広げたり深めたりするのにふさわしい学習材である。補助学習材は，指導者が選定した伝記である。中

心教材での読みを生かし，児童が興味をもちながら様々な人々の生き方に目を向け，自分の生き方について

考えられるような作品を選定した。 

本単元の指導にあたっては，児童が初めて出会う伝記の学習に意欲的に取り組むことができるよう，人物

の生涯をすごろくの形になぞらえて学習を進めていく。第一次では，授業者が作成した「伝記すごろく」の

モデルを紹介し，単元のゴールを示す。伝記について学んでいくことや，自分が選んだ伝記についてすごろ

くをつくりながら学習を進め，完成したものを図書館に展示し，図書館を利用する他の学年が伝記に興味を

もてるようにする，という学習の見通しをもたせる。また，並行読書を始める。第二次では，伝記の構成を

理解させ，儀兵衛の行動や考え，印象に残る言葉，生き方，考え方，生き方考え方に対する自分の考えをす

ごろくに表しながら読んでいく。第三次では，二次までの学習を生かし，自分が選んだ伝記についてすごろ

くをつくりながら学習を進めていく。 
 

３ 単元の目標 

○「伝記」という文章や，そこに描かれた人物の人生に興味をもち，読むことを楽しもうとしている。                                     

（関心・意欲・態度） 

○伝記の特徴を理解することができる｡                      (Ｃ読むこと  イ) 

○自分の経験や考え方と照らし合わせて，描かれている人物や出来事，筆者のものの見方・考え方について

の感想をもつことができる。                        （Ｃ読むこと  ウ） 

○同じ種類の本や文章を読み，「伝記」のもつ構成について気づくことができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項   イ(キ）） 

４ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

・「伝記」という文章や，そ

こに描かれた人物の人生

に興味をもち，読むことを

楽しもうとしている。 

・伝記の特徴を理解している｡      イ 

・自分の経験や考え方と照らし合わせて，

描かれている人物や出来事，筆者のもの

の見方・考え方についての感想をもって

いる。               ウ 

・同じ種類の本や文章を

読み，「伝記」のもつ構

成について気づいてい

る。    イ(キ） 

 

５ 学習計画（全９時間） 

 ○伝記すごろくを提示し，単元の見通しをもつことができる。…………………………………………(２) 

 ○「儀兵衛」がしたことを軸に，すごろくにまとめる。…………………………………………(本時２/３) 

 ○自分の選んだ伝記について，すごろくにまとめる。……………………………………………………(２) 

 ○被伝者と自分を比べて，生き方について考えたことを書く。…………………………………………(１) 

 ○互いのすごろくを紹介し合うことを通して感想を交流する。…………………………………………(１) 

  

 



６ 本時の指導（4／9） 

（１）ねらい 

安政二年江戸の地震後の儀兵衛の行動を読み取り，すごろくにまとめることができる。 

（２）展開 

 

学 習 活 動 学 習 内 容  指導のための工夫・評価 

か１ 前時の学習を想起する。 

 

 

が２ 学習課題を確認する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

◇ 前時に学習したことを想起させ，

本時においても，儀兵衛の行動を

もとに読み取っていくことをイメ

ージできるようにする。 

U （視覚化） 

３ すごろくに書く内容を

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

や４ ３の後半場面について

すごろくにまとめていく。 

 

 

 

 

く５ 各グループで，自分が一

番心を打たれた内容への

感想を交流する。 

○①安政二年，江戸で地震が起こ

る。 

②銚子の店だけになるが，堤

防を完成させると決意。 

③二年後，広村に戻る。松の

木を堤防に沿って植えさ

せ，堤防をより強固にした。 

④儀兵衛は家業を再興させ，

1885年，65 歳で一生を終え

た。 

○クラスで確認した内容は全て

生かすこと。 

○一つ一つの内容について，自分

の感想（自分と比較して）を書

くこと。 

 

○自分が心を打たれた内容と，そ

の感想を伝え合うことで，同じ

事実でもその感じ方に違いが

あることに気づくこと。 

○儀兵衛の行動を自分と比較し

て考えること。 

◇ポイントとなる事実や儀兵衛の行

動などに着目させて，書く内容をク

ラスで確認する。 

U（共有化） 

 

 

 

 

 

 

◇確認した内容を端的にまとめるこ

とができるよう，板書などを参考に

させる。 

◇自分が一番心を打たれた内容への

感想を，始めに書かせる。 

 

よ６ 本時の学習を振り返る。 

 

 

７ 次時の学習について確

認する。                                   

 ◇本時，できたこと・分かったこと・

交流で学んだことなど，学習を振り

返ることができるようにする。 

◇次時は，４の場面をもとに，儀兵衛

の業績についてまとめることを確

認する。 

＜評価＞ 

・自分の生き方や考え方と関わら

せて読むことができる。 

 

＜評価方法＞ 

・ワークシート・発表の様子 

 

３の場面の後半を読み，儀兵衛の行動をすごろくにまとめよ

う。 

 

 

 

 


